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大 窪 宏 明
K2Se04の.Incommensurate相は波数べクトJVq-(1-6)× Lb*/i(a*は室温相における
[100]方向の逆格子ベクトル)で変調を受けており, Tc-93K以下の Commensurate.相では
a-0となってa軸方向に3倍の超格子をもっている.この相転移点付近ではIncommensur_ate
領域とCommensurate領域の共存状態が考えられ,不純物などによるDiscommensuration のピ
ン止めがこの転移のメカニズムの鍵となっていると考えられる｡我々は強制的の相転移を起さ
せるような直流電場の結晶を印加してESRスペクトルの変化を調べたoまたTc付近で極大を
示す,ESR装置のマイクロ波の吸収を検波するクリスタルの電圧が, 試料による誘電損失を
反映していることを見出し,電場印加に対するこのクリスタル電圧の変化から電場印加直後の
非平衡状態から平衡状態-の移行の過程を調べた｡
-689-
